
平成30年1月、四国で初めて発生した「高病原性鳥インフルエンザ」への対応から得た経験を踏まえ、
発生の危険性が高まる今秋以降を見据え、「防疫対策」と「発生予防対策」の充実・強化を図る。

事業の目的

担当：畜産振興課

【平成３０年度９月補正予算額 ２５，０００千円】

［農林水産部］

・都道府県トップレベルの「防疫体制」の整備

・「畜産ＧＡＰ」等の認証取得による「発生予防」

事業の背景

発生後及び今後の対応

●高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

「防疫マニュアル」見直し

★初動対応の強化

●新たな

「支援協定」の締結

★消毒ポイントの

作業体制の強化等

●国と連携した

「防疫演習」の実施

★移動式焼却炉の活用等

四国で初めて、高病原性鳥

インフルエンザの発生。

本県の一部が「搬出制限区

域」に指定。

県境５カ所に車両消毒ポイ

ントを設置し、本県への侵入

を防止。

「安全・安心な本県畜産物」の

さらなる競争力強化

②迅速かつ

正確な

確定診断

①厳冬期・

降雪期の

迅速な対応

③発生農場

での迅速な

防疫作業

④食鳥処理場

で発生した

場合の対応

⑤より高度な

衛生管理

技術の習得

② 迅速かつ
正確な診断を
可能とする
「遺伝子検査
用機器」の整備

①防寒具や
除雪ｽｺｯﾌﾟなど
厳冬期に備える
「防疫資材」の
確保

③迅速な殺処分と
防疫作業員の
感染ﾘｽｸの低減を
可能とする
「泡殺鳥機」の整備

④農場から
食鳥処理場まで
徳島ならではの
「防疫演習」の
実施

⑤国と連携した
「畜産GAP」
指導員研修会の
開催

対応強化策

万一の発生を迎え撃つ

迅速な「防疫対策」と

「発生予防対策」が重要！

４団体追加

事業の効果

振り返り

事業の概要（対策）

１ 四国内での発生を受けて，「持ち込ませない，発生させない」 対策の強化

２ 万一の発生を想定した迅速な防疫対策の強化

３ 「発生予防対策」として，衛生管理技術を高めた「畜産GAP」等の認証取得の取組みを加速

中国四国初！
都道府県初導入！
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【平成３０年度９月補正予算額 ８０，０００千円】

宿泊施設魅力アップ支援事業

【事業目的】

（コンセプト）

【効 果】

○他県の施設に勝る魅力的な宿泊施設の整備により宿泊者数の増加につなげる

○東京オリ・パラ等の３大国際スポーツ大会に向けてインバウンド客の

誘客、宿泊につなげる 担当：観光政策課

○宿泊者数全国最下位の脱却に向け、宿泊者数の増加、稼働率アップに取り組む事業を支援

○多くの観光客から選ばれ、かつ、再び宿泊したいと思われる施設を増やす

○宿泊者の増加に向けて前向きに取り組む事業者を支援（官民一体となって宿泊者数の増加に向けて取り組む）

【事業スキーム】

○宿泊事業者から宿泊者数増加に向けた事業を提案募集 → 審査会で効果が高い事業を選定

○事業実施後、宿泊者数の増加効果を検証し、今後の事業に反映させる（実装事業）

・施設の増改築等により、

客室数・収容人数の増加を図る事業

・客室風呂の整備

・露天風呂、大浴場の整備

・温泉の引き込み

・囲炉裏の設置

・古民家風等に整備

○他施策とのシナジー効果により宿泊者の増加を図る

○民間事業者の投資意欲を喚起

【事業内容】

宿泊施設リニューアル事業に対して補助

［商工労働観光部］ 新

【補助率、補助上限額】

○２項目以上実施 １／２ （上限 ２，０００万円）

○１項目実施 １／３ （上限１，０００万円）

宿泊事業者の意向を反映し、

宿泊者数の増加効果が高い「客室」、「入浴施設」、「食空間」の充実を促進

写真はイメージ
前提条件：施設のユニバーサル化（トイレの洋式化や玄関等の段差の解消）を必須条件とする

優先条件：福祉避難所の指定取得に取組む事業者を優先

客 室 入浴施設 食空間
項

目

東京オリ・パラに向けて

集中的に投資を促進！

魅力的な施設を増加！
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［西部総合県民局］

新 もうかるにし阿波「世界農業遺産」実感事業

「世界農業遺産」に認定された効果を、地域の皆様に実感していただくため、６月補正に加え、

新たなメンバーを加えた「徳島剣山世界農業遺産推進協議会」と連携し、さらにもうかる「にし阿波」への取組みを推進する。

【平成30年度９月補正予算額4,000千円】

世界農業遺産認定を活用した「にし阿波」活性化事業【６月補正】

もうかるにし阿波農業

戦略的な情報発信

担 当：農林水産部

受入体制の整備 もうかるにし阿波農業

誘客促進に向けた情報発信

◆首都圏からの

プレスツアーの実施

◆域内啓発のための

スタディーツアー開催

◆傾斜地農業

ワンストップ窓口設置

◆傾斜地農業

体験スポットの設置

◆戦略品目の増産

「ごうしゅいも」の

生産拡大と周年供給

◆首都圏発信事業

・明治大学との連携講座

・ターンテーブルでの

インフルエンサー等との交流

◆一周年記念事業

・記念イベント

世界農業遺産体感ツアーの実施

道の駅等での特産品ＰＲコーナー

・シンポジウム

◆プロモーションツールの作成

・インバウンド向け英語パンフレット

・中学生の教育旅行向け読本

◆農業遺産ブランド商品の販売促進

・売れる商品づくり

魅力あるパッケージの開発
・販路開拓

試験販売（量販店・ネット等）

事業の目的

事業の概要（徳島剣山世界農業遺産推進協議会と共同事業）【９月補正】

「にし阿波」地域経済の好循環を創出！

Step!

Hop!
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［農林水産部］

【平成30年度9月補正予算額　8,500千円】

阿波ふうど機能性表示事業新

【機能性表示食品】

ヒト試験ではなく，

研究レビュー（文献評価）で

保健機能の表示ができる制度

「生鮮食品」でも
機能性表示を実現

トクホ

【特定保健用食品】

保健の機能の表示ができる
ヒト試験が必要

【栄養機能食品】

栄養成分の機能が表示される
２０種の栄養成分に限られる ・研究レビューの作成には専門的知識と高度なスキルが必要

・農業生産者（法人・組合）が独自に作成する事は困難

（平成３０年８月１７日時点）

加工食品（サプリメント） ６７３件

加工食品（その他） ７３８件

生鮮食品 １６件

これらのうち８件は

農水省が研究レビューを作成・公開

２機能性関与成分について研究レビューを作成

○トマト（ＧＡＢＡ）
（例）「ＧＡＢＡには血圧を下げる作用がある事が報告されて

います。血圧が気になる方にお勧めです。」

○ニンジン（βカロテン）
（例） 「βカロテンにはＬＤＬコレステロールを下げる作用があ
ることが報告されています。」

トマトで１農業法人が申請中。

ニンジンで１生産者が書類作成中，１ＪＡが調査中

機能性表示に向けた生産者の活動が活発化

本県特産品や時期的に市場シェアの高い品目と

その機能性関与成分を選定

○特産スダチ（クエン酸）
疲労回復効果

○夏野菜の代表格エダマメ（メチオニン）

コレステロール低下，アルコール分解補助作用

○冬野菜の主力ブロッコリー（スルフォラファン） など

解毒作用

保健機能食品制度

本県農産物の高付加価値化

新規マーケットでの販路開拓
６次化商品の販売力の向上

もうかる農林水産業の実現

生鮮食品における【機能性表示食品】届出のボトルネックとなっている

研究レビューを県が作成 県内農業者・事業者による機能性表示食品の届出を支援する

食品の特性を十分理解した上での

消費者の選択・適切な摂取を推進

事業のポイント

これまで 平成３０年度 目的・狙い

担当：もうかるブランド推進課

温州みかん ６件

（βクリプトキサンチン）
カンパチ １件

（ＤＨＡ，ＥＰＡ）

りんご １件

（プロシアニジン）

その他

問い合わせ多数！

新たな成分において研究レビューを作成，

県内生産者の届出支援を加速
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新 中小企業「働き方改革」スタート事業［商工労働観光部］

働きやすい職場環境の整備による多様な働き方の実現！

「働き方改革」関連法が成立（2018.6.29）

中小企業における法適用時期

長時間労働の規制

・残業時間を月100時間未満、年720時間を上限
・勤務間インターバル制度の導入 （努力義務）

・企業に有休5日間の取得の義務化

・正社員と非正規労働者の不合理な待遇差の禁止

・正社員との待遇差の説明義務化

同一労働同一賃金の適用

【 平成３０年度９月補正予算額 ２，０００千円 】

2019
年度

適用

20
年度

21
年度

適用

適用

適用

「働き方改革スタートアップシンポジウム」の開催

挙県一致による「働き方改革」の気運醸成

担当：労働雇用戦略課

「働き方改革」関連法の全県周知

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応

適用

職場定着

ワーク・ライフ・バランスの充実

優秀な人材の確保

セミナー

SNS,
メルマガ

企業訪問

各分野の代表者が参加

労働局

企業・事業所社労士会

商工会

商工会議所

地方公共団体

課
題
の
共
有

なぜ今「働き方改革」が必要か

徳島ならではの「働き方改革」とは

各分野から見た「働き方改革」

「個別相談ブース」も設置
疑問・課題に即対応！

みんなで考えよう！

「働きたい」と選ばれる企業に！

企業の正しい理解のためのフォローアップ

連携による企業アプローチ あらゆる機会を活用

1
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担当：税務課

(※1)ICT：情報処理や通信に関連する技術、産業、設備、サービスの総称のこと。

(※2)仮想化技術：１台のコンピュータの中に、複数の仮想コンピュータを作り、それぞれ別々の基本ソフトを入れて動かす技術のこと。

(※3)LGWAN-ASP：行政専用の非常にセキュアなネットワークであるLGWANを利用して、アプリケーションを提供するサービス又は事業者のこと。

1
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担当：次世代育成・青少年課

[県民環境部]

【平成30年度9月補正予算額 180,000千円】

新たな子育て支援策の展開

子育ての希望が叶い、喜びを実感できる徳島（希望出生率１．８）の実現！

○人口動態統計が６月に発表され、出生数が連続して減少するとともに、

合計特殊出生率の上昇基調の停滞感が明らかに（H28 1.51、H29 1.51）
○「理想の数の子どもを産まない理由」１位は経済的理由（56.3％）
「育児の心理的、肉体的な負担」を訴える声も多い（17.6％）

○子育ての当事者や子育て支援関係者等で構成する「子育て支援策検討会議」では、

一時預かりや産後ケアなどのサービスの充実と利用料への支援を求める声が多数

対応方針

○子育て家庭に寄り添ったきめ細やかな支援が必要
待ったなしで経済的・心理的負担の軽減策を打っていく

「阿波っ子はぐくみ保育料助成事業」の拡充（150,000千円）

３～５歳児

保育料の経済的負担を軽減するため、

「阿波っ子はぐくみ保育料助成事業」の対象をさらに拡大する

一日でも早く無料化の
効果を発現させるため、

国に先駆け施策を展開！

「とくしま在宅育児応援クーポン事業」（30,000千円）

０～２歳児

子育ての心理的負担を軽減するため、

在宅育児を行う家庭が子育て支援サービスを気軽に
利用できるように、クーポンを子どもの数に応じて交付する

誕生日ごとに15,000円ずつ交付

３年間で最大45,000円

ファミサポや
病児・病後児など
預かりサービス

助産師による
産後ケアなど
保健サービス

クーポンで支払い

新

2025年までの「希望出生率1.8実現」には
緊急的な対策が必要な状況

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

2005 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

出生数（徳島） 徳島県 全国

孤独感

育児ストレス

経済的負担
現状・課題

予防接種や
フッ化物塗布など
医療サービス

現行制度

第３子以降無料

拡大後

第２子無料化
３～５歳児に限り

新

合計特殊出生率（人）

10月から拡大 10月に制度創設
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［県民環境部］

【平成30年度9月補正予算額 6,500千円】

ワールドマスターズゲームズ2021関西カヌー競技コース整備事業新

担当：県民スポーツ課 国際スポーツ大会室

競技性を備えつつ、
多様な年齢層が参加できるコースに

整備計画
策定

会場地区域の を作成

し、 を活用

となれる会場を検討

測 量

コース案
検討

那賀川鷲敷ライン

ワールドマスターズゲームズ2021関西を通じて

２０１９年度
設計委託

２０２０年度
工事着工

世界中から訪れる参加者が
楽しめる競技・受入環境を整備

（日本カヌー連盟・徳島県カヌー協会）

２０２１年度

アジア初開催

■2021年5月14日 ワールドマスターズゲームズ2021関西・開幕
※ 公式競技６競技種目・オープン競技５競技種目を県内実施

■ を で開催
※「第48回・東四国国体」会場に仮設コースを整備

■2018年度内に、競技実施要項の国際競技団体承認が必要

ＷＭＧ1000日前イベント(8月18日)
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「とくしまマラソン２０１９」の開催に向けて
［商工労働観光部］

担当：にぎわいづくり課

ランナーから寄せられた意見を反映し、「ランナー目線」でさらに質の高い大会運営を行うとともに、
多くの方が参加できる多彩なおもてなしイベントを開催することにより、大会の魅力アップを図り、県内外からの参加を促進する。

■徳島ならではの『おもてなし』
・徳島の食、文化（阿波藍など）のＰＲ
・地域性のあるステージイベント（阿波おどり等）
■ランナーへの『癒し』
・足湯、マッサージ、フォトコーナー
・フィニッシュ会場とイベント会場を結ぶ｢ランナーズ･クルーズ」

【平成３０年度９月補正予算額 ４６，０００千円】

とくしまマラソン支援事業【30,000千円】

２ 当日イベント

とくしまマラソンランナーズオアシス事業【16,000千円】

３ 外国人ランナーのスムーズな受け入れ

・多言語エントリーシステム（海外申込専用サイト）の運用（宿泊予約も可）
・海外ランナーに向けた情報発信の強化（海外WEBサイト、メール）

・当日の天候に応じたランナーへの配慮
脱水症、低体温症等への対策 など
・シャトルバスの利便性向上
フィニッシュ会場から臨時駐車場等への直行バスの運行
・マラソンチャレンジカップ(ＭＣＣ)への参加
１億円アワード(日本記録更新者)、市民アワード（大会記録更新者）

「競技性の向上」及び「ランナー目線」で大会運営をブラッシュアップ

開催日時

募集定員

２０１９年３月１７日(日) ９：００スタート

１５，０００人
（海外枠の拡大200人 300人）

コース

とくしまマラソンコース（日本陸連公認、IAAF/AIMS公認）

より多くの方に選ばれる「とくしまマラソン」の実現

▼▼ 県民の幅広い協力、心のこもった応援 ▼▼

１ 前日イベント

■とくしまマラソン『ファンラン』
・開催日：２０１９年３月１６日（土）
・４．２ｋｍコースに加え、１．５ｋｍコースを創設
参加者の対象年齢引き下げ 小学生以上 ４歳以上（保護者との参加）
・ゲストランナーによるランニング講座を併せて開催
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◆ 現地メディア等へのプロモーションの強化
・現地で継続したプロモーションを行うとともに、直行便を利用して
現地旅行専門誌の記者や人気ブロガーなどを招請し、
香港で徳島の魅力を効果的に発信

◆ 直行便を利用するＦＩＴ客への支援
・路線バス「フリー乗車券」配布
・レンタカー利用料金一部助成
・県内宿泊費一部助成

◆ 空港でのおもてなしを充実、魅力アップ
・ゆるキャラを活用した「おもてなし」
・アニメ、ゆるキャラ、阿波藍等を活かした
インスタ映えする撮影スポットを設置

新 香港定期便へ！誘客・交流拡大推進事業
［商工労働観光部、県土整備部］

【平成30年度9月補正予算額 22,000千円】

アウトバウンド旅客対策
～直行便の利便性を訴求～

二次交通対策

交
流
人
口
拡
大
、
地
域
経
済
の
活
性
化

◆ 県民等への香港直行便ＰＲによる機運醸成
・県内メディアを活用し、香港の魅力や直行便の利便性を
目に触れやすい形で発信
・近隣県でも、雑誌媒体等による直行便PRを実施

◆ 直行便利用者の実態把握、利用促進
・直行便利用者の実態調査や、利用者の生の声を
反映したＰＲを行うためのモニターツアーを実施

担当：観光政策課誘客営業室、次世代交通課

近いよ、
香港！

◆３年連続、阿波おどり派遣をはじめとする
プロモーションを香港で実施

◆国際線本格対応、航空機受入能力向上を図る
徳島阿波おどり空港新ターミナルオープン

◆インバウンド連続チャーター便就航
・平成30年冬：18往復34便
・平成30年夏： 3往復 6便

国際定期便の実現へ

インバウンド旅客対策
～団体客に加え、FIT(個人)客を獲得～

!!

航空会社の
プロモーションと連携

旅行エージェントと連携

ようこそ
徳島へ

「
定
期
便
の
通
年
化
」に
向
け
て
、
取
組
み
を
加
速
！

これまでの取組み

運航実績向上で
通年化へ！

香港の方にも
好評

香港との季節定期便就航！

平成30年12月～平成31年3月、 「本県初」就航予定

◆インバウンドでの効果
・団体客に加え、
個人客の利用で、
来県客の増加

◆アウトバウンドでの効果
・直行便の利用で、県民にとって海外が身近に

◆世界とつながる効果
・香港を含む「珠江デルタ」との交流拡大
・香港をハブに徳島が世界的な航空ネットワークと接続

観光にも
ビジネスにも
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　　　　　　　　　　　　出島野鳥公園魅力アップ事業
［商工労働観光部］

担当：にぎわいづくり課

　　　　　出島野鳥公園テニスコートは、阿南・小松島をはじめとする周辺圏域の県民に、手軽に利用できるコートとして親しまれてきたが、
　　　　　開設から２３年が経過し、コートや付属施設の老朽化が進んでおり、抜本的な対策が必要。

　　　　　●コート面の劣化が進行し、競技面への影響や利用者の安全性の確保が課題。
　　　　　●付帯施設（トイレ・休憩所）も老朽化が進み、施設の傷みが目立つ上、使い勝手の悪さも顕在化。

スポーツ人口の拡大による、さらなるにぎわいの創出

【平成３０年度９月補正予算額　２２，０００千円】

テニスコート人工芝張替【１７,000千円】

■　劣化が進行した人工芝を全面張替（２面とも）　　

周辺施設の整備【５,000千円】

現状

多目的トイレ

多目的トイレ

休憩スペース

新

より快適で誰もが使いやすい施設となるよう整備を実施

ストレス
無くプレー

高齢者なども
安全に利用

誰もが
使いやすく

■　休憩所の改修
　  〇オープンな休憩スペースへの変更
　  〇トイレの洋式化・着替え台設置
　  〇外壁の補修

多目的トイレ

休憩室
和式トイレ

現況

改修後

多人数が
快適に利用
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